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日
本
中
国
友
好
協
会
第
五
七
回
大

会
が
六
月
七
日
八
日
の
二
日
間
、
愛

知
県
・
蒲
郡
市
で
二
三
九
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
本
部
役
員
・
代
議
員
合

計
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
中
平
和
友
好
条
約
が
結
ば
れ
て

三
十
年
の
節
目
の
年
、
胡
錦
濤
主
席

の
来
日
で
日
中
両
国
関
係
へ
の
明
る

い
展
望
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

餃
子
問
題
・
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
事
件
・

聖
火
リ
レ
ー
へ
の
妨
害
・
四
川
省
大

地
震
と
い
っ
た
重
大
事
件
が
相
次
い

だ
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

発
言
で
は
、
四
川
大
地
震
へ
の
救

援
募
金
が
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

一
千
万
円
以
上
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

留
学
生
や
他
団
体
と
の
共
同
街
頭
募

金
活
動
で
は
多

額
の
救
援
募
金

が
寄
せ
ら
れ
、

各
地
の
領
事
館

へ
お
見
舞
い
と

募
金
を
届
け
、

感
謝
さ
れ
た
と

い
う
発
言
が
相
つ
ぎ
、
こ
の
募
金
活

動
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
達
と
の

交
流
が
深
ま
っ
た
と
の
報
告
が

有
り
ま
し
た
。
分
散
会
で
は
チ

ベ
ッ
ト
問
題
へ
の
質
問
や
意
見

が
多
数
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
学

習
を
深
め
る
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
平
均
年
令
は
六
六

才
、
最
年
少
二
十
一
才
、
最
高

仙
台
か
ら
長
崎
ま
で
七
四
名
が
参

加
し
て
、
五
月
十
八
・
十
九
日
の
両

日
、
大
阪
西
支
部
主
催
の
太
極
拳
・

｢

対
練｣

講
習
会
が
、
京
都
府
八
幡
市

石
清
水
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
習
会
は
二
四
式
太
極
拳
の
型
を

使
っ
て
、
甲(

攻
撃)

と
乙(

防
御)

に

別
れ
て
、
太
極
拳
に
必
要
な
攻
防
の

基
礎
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
た
。

甩
手
（
し
ゅ
わ
い
し
ょ
う
）
の
応

用
で
あ
る
横
受
身
の
練
習
や
、
内
家

三
拳
の
形
意
拳
（
日
本
の
空
手
に
似

て
直
線
で
相
手
を
攻
め
る
短
打
が
特

徴
）
八
卦
掌
（
敵
の
円
周
を
周
り
な

が
ら
中
心
の
敵
を
攻
撃
す
る
）
太
極

拳
（
こ
ま
の
運
動
に
似
て
左
右
に
回

転
を
し
な
が
ら
攻
防
を
行
な
う
）
な

ど
も
対
練
の
基
礎
と
し
て
学
び
ま
し

た
。投

げ
へ
の
応
用
と
し
て
、

こ
ん
歩
の
突
き
と
横
受
身
で

受
け
る
練
習
も
行
い
、
始
め

て
の
動
作
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
初
心
者
か
ら
太
極
拳
の

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
熱
心
に
二
日

間
の
講
習
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
「
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

参
加
し
た
い
」
な
ど
の
感
想

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
場
で
緊
急
提
案
の
四
川
省
大
地

震
の
災
害
救
援
募
金
に
、
参
加
者
か

ら
五
万
五
千
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

早
速
大
阪
中
国
総
領
事
館
へ
大
阪

府
連
の
募
金
と
併
せ
持
参
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
試
み｢
対
練｣

太
極
拳
講
習
会
開
く

府連通信

齢
八
八
才
、
二
十
才
代
は
三
名
、
女

性
は
五
五
名
で
す
。
や
は
り
青
年
・

婦
人
会
員
を
意
識
的
に
拡
大
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
会
員
を
増
や
し
て
、

明
る
く
楽
し
い
支
部
活
動
を
展
開
し

て
い
る
紹
介
が
あ
り
、
昨
年
に
続
い

て
大
会
現
勢
を
プ

ラ
ス
で
迎
え
た
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

沙
飛
写
真
展
や
、

京
劇
の
全
国
公
演

の
成
功
に
向
け
た

取
り
組
み
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
大
会
の

ご
案
内

日

程

七
月
六
日(

日)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

四
時
三
十
分

祝
賀
会
・
五
時
か
ら
七
時

会
費
四
０
０
０
円(

要
予
約)

会

場
・
此
花
会
館

（
Ｊ
Ｒ
環
状
線
西
九
条
・

阪
神
西
九
条
下
車
）

中国四川省大地震・災害義援金
第一次分２０万円を領事館へ届ける
被災者の救援のため、会員・読者をはじめ太極

拳・文化教室の受講生の方々にご協力いただきま

した。中国領事館に第一次分を届けました。

協会では引き続き被災者の救援と激励、被災地

の復興のための義援金を受け付けています。

連絡先：大阪府連06-6372-8131

全
国
大
会

大
阪
か
ら
九
名
が
参
加

四
川
大
地
震
募
金
一
千
万
円
を
越
え
る

き
り
え
美
術
展
に

九
０
０
名
が
来
場

三
十
一
回
を
迎
え
た｢

全
大
阪
き

り
え
美
術
展｣

を
、
五
月
二
十
三
～

二
十
八
日
、
エ
ル
・
お
お
さ
か
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
一
一
三
名
の
出
品(

一
人

一
点)

で
、
九
０
０
名
近
く
の
来
場

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

今
回
三
十
回
連
続
で
出
品
さ
れ

た
方
が
お
二
人
、
初
出
品
が
お
二

人
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は

｢

き
り
え
の
普

及｣

と｢

出
品
者

の
組
織
化｣

に

と
り
く
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

(

近
藤)
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北
京
五
輪
の
聖
火
が
中
国
に
入
り
、

一
時
の
喧
騒
は
や
み
ま
し
た
。
チ
ベ
ッ

ト
問
題
の
活
動
家
が
あ
ん
な
に
い
た

と
は
驚
き
で
す
。

大
型
バ
ス
を
改
造
し
、
女
性
の
ソ

フ
ト
な
声
で
宣
伝
を
し
て
い
る
団
体

も
あ
り
ま
す
。
あ
の
街
宣
車
の
購
入

費
や
彼
ら
の
生
活
費
は
ど
こ
か
ら
出

て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
亡
命
政
府
が
公
表
し
た
予
算
は
十

八
億
円
弱
。
こ
の
大
金
を
提
供
し
て

い
る
ス
ポ
ン
サ
ー
同
様
気
に
か
か
る

と
こ
ろ
で
す
。

青
蔵
鉄
道
の
開
通
は
チ
ベ
ッ
ト
に

様
々
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
勢
の
旅
行
者
と
と
も
に
漢
民
族
・

漢
文
化
が
流
入
し
、
同
時
に
も
た
ら

さ
れ
た
市
場
経
済
は
彼
ら
の
生
活
を

激
変
さ
せ
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
で
は
仏
教
が
極
め
て
大

き
な
影
響
力
を
持
ち
、
僧
籍
は
非
常

に
高
い
人
口
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。

僧
侶
は
商
業
活
動
を
せ
ず
、
納
税
も

し
ま
せ
ん
。
商
業
活
動
を
蔑
視
し
、

経
済
活
動
を
さ
げ
す
む
こ
と
で
も
有

名
で
す
。
そ
こ
に
押
し
寄
せ
た
市
場

経
済
の
荒
波
が
漢
民
族
に
よ
る
チ
ベ
ッ

ト
文
化
・
伝
統
の
破
壊
と
映
っ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

米
国
に
は
黒
人
差
別
、
日
本
に
は

部
落
差
別
、
だ
か
ら
中
国
で
も
民
族

差
別
が
あ
る
は
ず
だ
。
少
数
民
族
は

差
別
さ
れ
、
虐
げ
ら
れ
て
い
る
に
違

い
な
い
、
と
い
う
安
直
な
報
道
が
目

立
ち
ま
す
。

中
国
語
の
「
差
別
」
と
い
う
言
葉

に
日
本
人
が
使
う
差
別
と
い
う
言
葉

の
概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
。
翻
訳
を
す

る
と
き
に
苦
労
を
し
ま
す
。

中
国
に
は
漢
民
族
と
五
十
五
の
少

数
民
族
が
暮
ら
し
、
そ
の
人
口
比
率

は
九
十
五
対
五
。
反
中
勢
力
の
予
測

に
反
し
チ
ベ
ッ
ト
で
は
人
口
が
１
９

５
０
年
の
約
三
倍
・
２
８
４
万
人
に

達
し
、
平
均
寿
命
は
１
９
５
９
年
の

三
十
五
歳
前
後
か
ら
六
十
七
歳
に
上

昇
し
て
い
ま
す
。

北
京
五
輪
、
上
海
万
博
と
中
国
に

世
界
の
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。
反
中

国
勢
力
は
格
好
の
ア
ピ
ー
ル
の
機
会

と
捕
ら
え
、
こ
れ
か
ら
も
続
々
と
反

中
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
る

可
能
性
も
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。餃

子
、
油
田
、
人
権
、
「
反
中
国
」

な
ら
何
で
も
ご
ざ
れ
、
あ
な
た
は
非

難
の
大
合
唱
に
加
わ
り
ま
す
か
？

（
常
任
理
事

石
井

勉
）

チ
ベ
ッ
ト
問
題
便
乗
の

反
中
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
反
論

悲劇の従軍写真家「沙飛の日中戦争」

八月に大阪で写真展を開催
2008平和のための｢戦争展｣の展示として、

｢沙飛がとらえた日中戦争｣写真展を開催します。

日 時：８月２０日（水）～２３日（土）

10：00～19：00（２３日は16：00まで）

会 場：梅田・茶屋町 日中文化センター

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

北
ス
ポ
ー
ツ
・
東
梅
田
学
習
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
支
部
教
室

火
・
水
・
金

守
口
第
一
中
学
校
他
に
て

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

市
民
総
合
体
育
館(

剣
道
場
）

水
曜
日
午
後
六
時
四
五
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

飛｣

写
真
展
等
を
計
画
す
る
中
で
、

日
中
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
努
力

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
』

（
大
会
に
参
加
し
て

Ｍ
）

『
各
地
の
活
動
報
告
を
聞
い
て
、
西

支
部
も
以
前
は
月
一
回
の
行
事
を
目

標
に
「
ぎ
ょ
う
ざ
の
会
」
や
ハ
イ
キ

ン
グ
と
色
々
な
行
事
を
し
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
は
太
極
拳
講
習

会
で
精
一
杯
、
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

府
下
を
見
渡
し
て
も
支
部
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
報
告
も
あ
ま
り
聞
か

れ
ま
せ
ん
。
大
阪
府
連
と
し
て
も
っ

『
西
支
部
か
ら
六
名
の
参
加
で
、
大

会
直
前
に
新
会
員
三
名
と
家
族
会
員

の
入
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
の

報
告
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
一
桁
違
う
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
広
島
は
三
〇
数
名
の

拡
大
で
目
標
を
超
過
達
成
、
愛
知

（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
支
部
）
は
一
挙
に

四
〇
数
名
の
拡
大
で
八
〇
数
名
と
驚

く
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
、
開
催
県
と

し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

元
気
な
支
部
は｢

中
国
文
化｣

を
広

め
る
努
力
を
し
、
募
金
活
動
や｢

沙

元
気
な
支
部
は｢

明
る
く
楽
し
く｣

｢

着
実
な
友
好
運
動｣

を
展
開

と
打
っ
て
出
な
い
と
、
こ
の
ま
ま
で

は
消
滅
も
と
言
う
危
機
感
さ
え
感
じ

ま
し
た
。
オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
！
全
国
大
会
で
自
信
を
持
っ

て
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の

で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
姉
妹
支
部
の
愛
知

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
支
部
は
発
足
二
年

で
八
〇
名
以
上
と
か
？
す
ご
い
で
す

ね
！｢

明
る
く
楽
し
い
運
動
を｣

と
の

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
発
言
を
聞
い

た
だ
け
で
も
元
気
が
も
ら
え
ま
す
。

会
長
の
締
め
の
あ
い
さ
つ
で
は
「
明

る
く
楽
し
く
」
に
加
え
て
「
着
実
な

友
好
運
動
を
！
」
の
提
起
が
あ
り
ま

し
た
。｢

う
う
～
ん｣

と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
大
会
で
し
た
』
（
大
会
感
想

Ｔ
）

訃
報

福
森
雍
四
大
正
支
部
長

病
気
療
養
中
の
福
森
雍
四
さ
ん

が
四
月
に
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

享
年
七
十
六
才
で
し
た
。

福
森
さ
ん
は
大
正
支
部
長
と
し

て
支
部
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
、
役
員
会
の
定
例
化
や
日
中

学
習
会
、
楽
し
い
「
餃
子
を
食
べ

る
会
」
な
ど
を
企
画
し
、
そ
の
中

心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

府
連
理
事
で
も
あ
り
、
府
連
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
た

え
ず
府
連
事
務
局
に
足
を
運
び
、

大
正
支
部
活
動
の
中
心
で
し
た
。

ご
冥
福
を
祈
り
合
掌
。


